茶園集積推進事業実施要領

第１　趣旨

　　茶園集積推進事業（以下「事業」という。）の実施については、静岡県補助金交付規則（昭和31年静岡県規則第47号）、茶園集積推進事業費補助金交付要綱（以下「要綱」という。）に定めるほか、この要領に定めるところによる。

第２　定義
１　本事業において「枕地の抜根、整地」とは、植栽された茶樹を抜根し、抜根した部分を整地することにより、乗用型機械の旋回スペース等を確保することをいう。

２　本事業において「畝方向の統一」とは、茶樹の畝方向を一定方向に揃えるため、茶樹を抜き、茶樹が繁茂するのに併せて、既存の通路を塞ぐように茶枝を仕立て、管理機の通路を確保することをいう。

３　本事業において「耕作道整備」とは、植栽された茶樹を抜根し、抜根した部分を整地すること等により、乗用型機械や作業車両の通路等を確保することをいう。
４　本事業において「中切り」とは、地上30～50cmの幹の太いところでせん枝することをいう。

５　本事業において「台切り」とは、地際あるいは地上10cm程度のところでせん枝することをいう。

６　本事業において「深刈り」とは、摘採面から10～20cm程度のところのせん枝面の残葉がほぼなくなる位置でせん枝することをいう。

７　本事業において「土壌改良」とは、土壌の物理性、化学性、土壌生態系を茶樹に適した条件に保つため、堆肥、土壌改良剤、しき草等の土壌改良資材を用いて土壌の改良を行うものをいう。

８　本事業において「深耕」とは、畝間を深さ30cm前後まで耕し、透水性や通気性を良好にして根の旺盛な生育を促すことにより、樹勢回復効果を図るものをいう。

９　本事業において「初期除草（手取り）」とは、借り受けた茶園において除草剤では効果が不十分と思われる雑草を手取りにより取り除くものをいう。

10　本事業において「対象茶園面積」とは、農地中間管理事業により権利を設定する土地の面積をいう。

第３ 事業の実施

　１　手続等

（１）実施計画の提出

茶工場等が本事業を行おうとする場合は、事業実施計画書（様式第１号）を借り受ける茶園の所在地を管轄する地域耕作放棄地対策協議会長（以下「地域協議会長」という。）又は市町長（以下「地域協議会長等」という。）に提出する。

　　　地域協議会長等は、茶工場等から提出された実施計画書をとりまとめた事業実施計画書（様式第２号）を別に定める期間内に当該地域協議会又は市町の所在地を管轄する農林事務所の長（以下「農林事務所長」という。）に提出する。

（２）補助対象計画の承認

　　　農林事務所長は、提出された事業計画について精査のうえ、適当と認めたときは事業実施計画書（様式第２号）を承認する。

（３）交付申請

地域協議会長等は、茶工場等から交付申請書（様式第３号）を受けた場合には、申請書の内容を審査し、要綱第４により、農林事務所長に交付申請を行う。

（４）交付決定

農林事務所長は地域協議会長等から補助金の交付の申請を受けた場合は、申請書の内容を審査し、適当と認めたときは、交付の条件を付して交付決定を行う。

交付の決定を受けた地域協議会長等は、様式第４号により茶工場等に対して交付の条件を付して通知する。

（５）事業の着工

本事業の着工は、原則として、交付決定に基づき行うものとする。ただし、本事業の効果的な実施を図る上で、緊急かつやむを得ない事情による場合は、地域協議会長等は、茶工場等から交付決定前着工届（様式第５号）を提出させ、速やかに、農林事務所長へ交付決定前着工届（様式第６号）を提出することとし、その受理を以て事業に着工できるものとする。なお、交付決定前着工届を提出した場合でも、対象茶園が茶工場等に貸付けられていない場合は、事業に着工できない。
（６）変更交付申請

地域協議会長等は、茶工場等が（３）の計画の変更を行う場合には、様式第７号により申請させるとともに、申請書の内容を審査し、要綱第６により、農林事務所長に変更交付申請を行う。

（７）変更交付決定

農林事務所長は地域協議会長等から補助金の交付の申請を受けた場合は、申請書の内容を審査し、適当と認めたときは、交付の条件を付して変更交付決定を行う。

変更交付決定を受けた地域協議会長等は、様式第８号により茶工場等に対して交付の条件を付して通知する。

（８）事業完了報告

地域協議会長等は、茶工場等が対象取組を完了した場合には、当該農業者等に事業実績報告書（様式第９号）により取組の実績を報告させることとする。

（９）請求の手続
茶工場等が地域協議会長等に対して補助金を請求する場合は、様式第10号により行うこととする。

（10）耕作状況の確認
事業を完了した農地について、地域協議会長等は、事業完了後、５年目まで当該農地において毎年度の耕作状況の確認を行い、農業ビジネス課長が別に定める日までに様式第11号により農林事務所長に報告しなければならない。

また、農林事務所長は、当該農地について事業が完了した日から５年を経ずして耕作されなくなった場合には営農を再開するために必要な指導、新たな茶工場等の確保等について検討するものとする。

なお、農林事務所長は耕作状況の確認後の指導等について地域協議会長等と十分連携をとって行うものとする。

また、耕作状況の確認において、農林事務所長が、対象茶園を適正に利用していないと認める場合は（自然災害その他やむを得ない理由がある場合を除く。）、茶工場等に対して補助金の返還を求めるものとする。

２　留意事項

地域協議会長等は、他の事業と区分して経理することとする。

第４　補助対象期間

　　交付決定日から当該年度の属する３月31日までとする。

第５　その他

　　この要領に定めるもののほか、この事業に関し必要な事項は、別に定めるものとする。

　

附　則　

この要領は、平成28年度分の補助金から適用する。
　

附　則　

この要領は、平成29年度分の補助金から適用する。

　

附　則　

この要領は、平成30年度分の補助金から適用する。
附　則

この要領は、令和３年度分の補助金から適用する。

　

附　則

この要領は、令和４年度分の補助金から適用する。

附　則

この要領は、令和５年度分の補助金から適用する。  
附　則

この要領は、令和７年度分の補助金から適用する。

様式第１号（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

年　　月　　日
○○地域耕作放棄地対策協議会長　

　　　氏　　　　名　　　　　　様
（市町にあっては、○○市町長　氏　　名　様）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所在地　（茶工場等の氏名）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名　称

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者　　　　　　　　　　

○年度茶園集積推進事業実施計画書

　茶園集積推進事業実施要領第３の１（１）に基づき、下記のとおり茶園集積推進事業実施計画書を提出します。

１　事業実施計画

	番号
	地区名
	所在地
	対象茶園面積(a)
	取組内容
	ポイント合計

	
	
	
	
	取組メニュー
	ポイント数
	

	１
	
	
	
	□枕地の抜根、整地（両側）

□枕地の抜根、整地（片側）

□畝方向の統一（抜開、抜根）

□耕作道整備

□中切り又は台切り

□深刈り

□土壌改良

□深耕

□初期除草（手取り）
	１７

８

７８

１７

９３

３７

５３

５１

１８
	

	２
	
	
	
	□枕地の抜根、整地（両側）

□枕地の抜根、整地（片側）

□畝方向の統一（抜開、抜根）

□耕作道整備

□中切り又は台切り

□深刈り

□土壌改良

□深耕

□初期除草（手取り）
	１７

８

７８

１７

９３

３７

５３

５１

１８
	

	計
	－
	
	－
	－


　※原則、計画茶園の１筆ごとに記載してください。

（注）　法人その他の団体にあっては、以下の項目についても記載すること。

　　　責任者　職・氏名

　　　作成者　職・氏名

様式第２号（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

年　　月　　日
静岡県○○農林事務所長　　氏　　　名　　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　所在地　（○○地域耕作放棄地対策協議会長）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　名　称　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者　（氏　名）　　　　　　　　　

（市町にあっては、○○市町長　氏　　名　）

○年度茶園集積推進事業実施計画書（変更事業実施計画書）

　茶園集積推進事業実施要領第３の１（１）に基づき、下記のとおり茶園集積推進事業実施計画書を提出します。

事業計画

	地区名
	取組茶工場等
	所在地
	対象茶園

面積(a)
	取組内容

	
	
	
	
	取組メニュー番号
	合計ポイント

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


　　※取組茶工場等ごと、取組内容ごとに記載してください。

※取組メニュー番号

１：枕地の抜根、整地（両側）　　　２：枕地の抜根、整地（片側）
３：畝方向の統一（抜開、抜根）　　４：耕作道整備

５：中切り、台切り　　　　　　　　６：深刈り

７：土壌改良　　　　　　　　　　　８：深耕
９：初期除草（手取り）
　（注１）変更事業実施計画は、変更前の計画を上段に括弧書きし、変更後の計画を下段に記載すること。

（注２）法人その他の団体にあっては、以下の項目についても記載すること。

　　　　　責任者　職・氏名

　　　　　作成者　職・氏名

様式第３号（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

年　　月　　日
○○地域耕作放棄地対策協議会長　

　　　氏　　　　名　　　　　　様
（市町にあっては、○○市町長　氏　　名　様）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所在地　（茶工場等の氏名）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名　称

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者　　　　　　　　　　

○年度茶園集積推進事業費補助金交付申請書

　茶園集積推進事業実施要領第３の１（３）に基づき、下記のとおり茶園集積推進事業費補助金の交付を申請します。

１　今回の申請額

　　　金額　　　　　　　　　　　円（対象茶園面積(a)計/10×50,000円/10a）
２　事業計画及びその内容

	番号
	実施

地区名
	実施茶園

所在地
	対象茶園面積(a)
	取組内容
	ポイント合計

	
	
	
	
	取組メニュー
	ポイント数
	

	１
	
	
	
	□枕地の抜根、整地（両側）

□枕地の抜根、整地（片側）

□畝方向の統一（抜開、抜根）

□耕作道整備

□中切り又は台切り

□深刈り

□土壌改良

□深耕

□初期除草（手取り）
	１７

８

７８

１７

９３

３７

５３

５１

１８
	

	２
	
	
	
	□枕地の抜根、整地（両側）

□枕地の抜根、整地（片側）

□畝方向の統一（抜開、抜根）

□耕作道整備

□中切り又は台切り

□深刈り

□土壌改良

□深耕

□初期除草（手取り）
	１７

８

７８

１７

９３

３７

５３

５１

１８
	

	計
	－
	
	－
	－


　※原則、対象茶園の１筆ごとに記載してください。

　※対象茶園の農用地利用集積等促進計画等の写しを添付してください。

口座振替先　金融機関名
　　　　　　　支店名
　　　　　　　口座種別
　　　　　　　口座番号
　　　　　　　口座名義人（カナ）
（注）　法人その他の団体にあっては、以下の項目についても記載すること。
　　　　責任者　職・氏名
　　　　作成者　職・氏名
様式第４号（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

年　　月　　日
（茶工場等の氏名）　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○地域耕作放棄地対策協議会長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　

（市町にあっては、○○市町長　氏　　名　）

○年度茶園集積推進事業費補助金の交付決定について

　○年○月○日付けで申請のあった茶園集積推進事業費補助金の交付について、下記のとおり交付決定します。

１　決定の内容

（１）金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　円

（２）交付の対象　　当該補助金交付申請書に記載のとおり

２　交付の条件

（１）この補助金が、茶園集積のための茶樹の改良の目的のために適正に活用されていないと認められる場合、この補助金の全部又は一部を返還させることがあること。
（２）地域協議会長等の指導のもと、各年度の取組の実績を速やかに報告しなければならないこと。
（３）次に掲げる事項のいずれかに該当する場合には、あらかじめ地域協議会長等の承認を受けなければならないこと。
　　ア　補助事業の内容の変更（別表に掲げる重要な変更に限る｡)をしようとする場合
　　イ　補助事業に要する経費の配分の変更（重要な変更に限る｡)をしようとする場合
　　ウ　補助事業を中止し、又は廃止しようとする場合
（４）補助事業が予定の期間内に完了しない場合又は補助事業の遂行が困難となった場合においては、速やかに地域協議会長等に報告してその指示を受けなければならないこと。
（５）補助事業により効用の増加した財産については、事業の完了後においても善良な管理者の注意をもって管理するとともに、その効率的な運営を図らなければならないこと。
（６）補助金の収支に関する帳簿を備え、領収書等関係書類を整理し、並びにこれらの帳簿及び書類を補助金の交付を受けた年度終了後５年間保管しなければならないこと。

（注）　法人その他の団体にあっては、以下の項目についても記載すること。

　　　責任者　職・氏名

　　　作成者　職・氏名

様式第５号（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

茶園集積推進事業費補助金交付決定前着工届

年　　月　　日
○○地域耕作放棄地対策協議会長　様
（市町にあっては、○○市町長　様）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所在地　（茶工場等の氏名）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名　称

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者　　　　　　　　　　

　年　　月　　日付け　　第　　号により補助金の内示を受けた茶園集積推進事業について、別記条件を了承のうえ、交付決定前着工届を提出します。

１　事業の内容

	番号
	地区名
	所在地
	対象茶園面積(a)
	取組内容
	ポイント合計

	
	
	
	
	取組メニュー
	ポイント数
	

	１
	
	
	
	□枕地の抜根、整地（両側）

□枕地の抜根、整地（片側）

□畝方向の統一（抜開、抜根）

□耕作道整備

□中切り又は台切り

□深刈り

□土壌改良

□深耕

□初期除草（手取り）
	１７

８

７８

１７

９３

３７

５３

５１

１８
	

	２
	
	
	
	□枕地の抜根、整地（両側）

□枕地の抜根、整地（片側）

□畝方向の統一（抜開、抜根）

□耕作道整備

□中切り又は台切り

□深刈り

□土壌改良

□深耕

□初期除草（手取り）
	１７

８

７８

１７

９３

３７

５３

５１

１８
	

	計
	－
	
	－
	－


　※原則、計画茶園の１筆ごとに記載してください。

２　交付決定前着手の理由

別記条件

（１）補助金交付決定を受けるまでの期間内に、天災地変等の事由によって実施した事業に損失を生じた場合、これらの損失は、取組主体が負担するものとすること。

（２）補助金交付決定を受けた補助金額が交付申請額又は交付申請予定額に達しない場合においても、異議がないこと。

（３）当該事業については、着手から交付決定を受けるまでの期間においては、計画変更（事業内容の変更）がないこと。
（注）　法人その他の団体にあっては、以下の項目についても記載すること。

　　　責任者　職・氏名

　　　作成者　職・氏名

様式第６号（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）
茶園集積推進事業費補助金交付決定前着工届

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　月　日

　　　　静岡県○○農林事務所長　 　氏　　　名　　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○地域耕作放棄地対策協議会長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　

（市町にあっては、○○市町長　氏　　名　）

年　　月　　日付け　　第　　　号により補助金の内示を受けた茶園集積推進事業について、別記条件を了承のうえ、交付決定前着工届を提出します。

１　事業の内容

	地区名
	取組茶工場等
	所在地
	対象茶園

面積(a)
	取組内容
	着工日

	
	
	
	
	取組メニュー番号
	合計ポイント
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


※取組メニュー番号

１：枕地の抜根、整地（両側）　　　２：枕地の抜根、整地（片側）
３：畝方向の統一（抜開、抜根）　　４：耕作道整備

５：中切り、台切り　　　　　　　　６：深刈り

７：土壌改良　　　　　　　　　　　８：深耕
９：初期除草（手取り）
２　交付決定前着手の理由

別記条件

（１）補助金交付決定を受けるまでの期間内に、天災地変等の事由によって実施した事業に損失を生じた場合、これらの損失は、取組主体が負担するものとすること。

（２）補助金交付決定を受けた補助金額が交付申請額又は交付申請予定額に達しない場合においても、異議がないこと。

（３）当該事業については、着手から交付決定を受けるまでの期間においては、計画変更（事業内容の変更）がないこと。

（注）　法人その他の団体にあっては、以下の項目についても記載すること。

　　　責任者　職・氏名

　　　作成者　職・氏名

 様式第７号（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

年　　月　　日
○○地域耕作放棄地対策協議会長　様
（市町にあっては、○○市町長　様）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所在地　（茶工場等の氏名）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名　称

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者　　　　　　　　　　　

○年度茶園集積推進事業変更承認申請書

　茶園集積推進事業実施要領第３の１（６）に基づき、下記のとおり茶園集積推進事業を次のとおり変更したいので、承認されるよう申請します。

１　事業実施計画

	番号
	地区名
	所在地
	対象茶園

面積(a)
	取組内容
	ポイント合計

	
	
	
	
	取組メニュー
	ポイント数
	

	（変更前）
	
	
	
	□枕地の抜根、整地（両側）

□枕地の抜根、整地（片側）

□畝方向の統一（抜開、抜根）

□耕作道整備

□中切り又は台切り

□深刈り

□土壌改良

□深耕

□初期除草（手取り）
	１７

８

７８

１７

９３

３７

５３

５１

１８
	

	（変更後）
	
	
	
	□枕地の抜根、整地（両側）

□枕地の抜根、整地（片側）

□畝方向の統一（抜開、抜根）

□耕作道整備

□中切り又は台切り

□深刈り

□土壌改良

□深耕

□初期除草（手取り）
	１７

８

７８

１７

９３

３７

５３

５１

１８
	

	計
	－
	
	－
	－


　※原則、計画変更する茶園の１筆ごとに記載してください。

（注）　法人その他の団体にあっては、以下の項目についても記載すること。

　　　責任者　職・氏名

　　　作成者　職・氏名

様式第８号（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

年　　月　　日
（茶工場等の氏名）　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○地域耕作放棄地対策協議会長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　

（市町にあっては、○○市町長　氏　　名　）

○年度茶園集積推進事業費補助金の変更交付決定について

　○年○月○日付けで変更申請のあった茶園集積推進事業費補助金の交付について、下記のとおり変更交付決定します。

１　決定の内容

（１）金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　円

（２）交付の対象　　当該補助金交付申請書に記載のとおり

２　変更承認の内容

（１）変更金額

（２）交付の対象　　当該補助金変更交付申請書に記載のとおり

３　交付の条件

（１）この補助金が、茶園集積のための茶樹の改良の目的のために適正に活用されていないと認められる場合、この補助金の全部又は一部を返還させることがあること。
（２）地域協議会長等の指導のもと、各年度の取組の実績を速やかに報告しなければならないこと。
（３）次に掲げる事項のいずれかに該当する場合には、あらかじめ地域協議会長等の承認を受けなければならないこと。
ア　補助事業の内容の変更（別表に掲げる重要な変更に限る｡)をしようとする場合
イ　補助事業に要する経費の配分の変更（重要な変更に限る｡)をしようとする場合
ウ　補助事業を中止し、又は廃止しようとする場合
（４）補助事業が予定の期間内に完了しない場合又は補助事業の遂行が困難となった場合においては、速やかに地域協議会長等に報告してその指示を受けなければならないこと。
（５）補助事業により効用の増加した財産については、事業の完了後においても善良な管理者の注意をもって管理するとともに、その効率的な運営を図らなければならないこと。
（６）補助金の収支に関する帳簿を備え、領収書等関係書類を整理し、並びにこれらの帳簿及び書類を補助金の交付を受けた年度終了後５年間保管しなければならないこと。

（注）　法人その他の団体にあっては、以下の項目についても記載すること。

　　　責任者　職・氏名

　　　作成者　職・氏名

様式第９号（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

年　　月　　日
○○地域耕作放棄地対策協議会長　様
（市町にあっては、○○市町長　様）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所在地　（茶工場等の氏名）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名　称

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者　　　　　　　　　　

○年度茶園集積推進事業実績報告書

　茶園集積推進事業実施要領第３の１（８）に基づき、下記のとおり茶園集積推進事業費補助金の実績を報告します。

１　事業実績

	番号
	地区名
	所在地
	対象茶園

面積(a)
	取組内容
	ポイント数

	１
	
	
	
	
	合計　

	２
	
	
	
	
	合計　

	３
	
	
	
	
	合計　

	計
	－
	
	－
	－


　※原則、対象茶園の１筆ごとに記載してください。

２　添付書類

（１）添付様式9-1号（作業実績報告書）

（２）添付様式9-2号（作業写真整理帳）
（３）対象茶園位置図

（注）　法人その他の団体にあっては、以下の項目についても記載すること。

　　　　責任者　職・氏名

　　　　作成者　職・氏名

添付様式９－１号（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）
取組メニュー作業実績報告書

作成年月日：　　　　　　　　
取組主体名：　　　　　　　　

	番号
	実施日
	作業者氏名
	取組メニュー
	作業時間
	確　　認

	
	
	
	
	 時間　　
	

	
	
	
	
	 時間　　
	

	
	
	
	
	 時間　　
	

	
	
	
	
	 時間　　
	

	
	
	
	
	 時間　　
	

	
	
	
	
	 時間　　
	

	
	
	
	
	 時間　　
	

	
	
	
	
	 時間　　
	

	
	
	
	
	 時間　　
	

	
	
	
	
	 時間　　
	

	
	
	
	
	 時間　　
	

	
	
	
	
	 時間　　
	

	
	
	
	
	 時間　　
	

	
	
	　人 
	
	 時間　　
	


※番号は、実績報告書の番号と一致させること。

「確認」欄は、署名又は押印による。
添付様式９－２号（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）
取組メニュー作業写真整理帳

作成年月日：　　　　　　　　
取組主体名：　　　　　　　　

番　　　号：　　　　　　　　
	撮影年月日
	



	撮影年月日
	

	取組メニュー
	



	撮影年月日
	



注：定点で実施前・中・後の３枚

を添付するものとする。
様式第10号（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）
請　求　書
金　　　　　　　円
ただし、　　　年　　月　　日付け　　　第　　　号により補助金交付の決定を受けた茶園集積推進事業の補助金として、上記のとおり請求します。

年　　月　　日
○○地域耕作放棄地対策協議会長　様
（市町にあっては、○○市町長　様）

所在地　　（茶工場等の氏名）
名　称　　　　　　　　　　　

代表者　　　　　　　　　　　

（注）　法人その他の団体にあっては、以下の項目についても記載すること。

　　　　責任者　職・氏名

　　　　作成者　職・氏名

様式第11号（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

第　　　号

年　月　日

静岡県○○農林事務所長　 　氏　　　名　　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ○○地域耕作放棄地対策協議会長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 氏名

（市町にあっては、○○市町長　氏　　名　）

○年度耕作状況の確認結果について

茶園集積推進事業実施要領第３の１（10）に基づき、下記関係書類を添えて提出します。

記

	事業年度
	地区名
	取組茶工場等
	所在地
	対象茶園面積

(a)
	事業

完了
年月日
	耕作確認実施期間の末日年月日
	確認年月日

(１年目)
(○・×・／)
	確認年月日

(２年目)
(○・×・／)
	確認年月日

(３年目)
(○・×・／)
	確認年月日

(４年目)
(○・×・／)
	確認年月日

(５年目)
(○・×・／)
	確認者

（所属・氏名）
	備考

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


注１：確認結果については以下の記号で記入すること。

・○･･･耕作を確認

・×･･･耕作を確認できない

・／･･･耕作を確認できない（自然災害その他やむを得ない理由によるもの）

注２：写真等を添付すること。

注３：「事業完了年月日」は、取組茶工場等から事業完了報告があった年月日とする。












実施前

















実施中

















実施後








